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　　　　　　　　　　　　連　載

 第三十一回

「今年のピンクリボン月間とホスピス週間」

　　　          「ピンクリボン月間」
10月はピンクリボン月間、世界中で様々なイベントが行わ
れ、もうこの言葉を知らない方はいらっしゃらないでしょ
う。乳がんから乳房や命を守るのには早期発見が重要であ
り、そのためには検診が大切ですよ、ということの啓蒙が
目的です。しかしながら我が国の検診率は高くありません。
欧米諸国が軒並み50％以上であるのに比べ、我が国の乳が
ん検診率はせいぜい15～20％程度です。その一方で罹患さ
れる方は増えており、今では14人に1人とまで言われるよう
になりました。検診は予防ではありませんから、受けたか
らといって乳がんにならないわけではありません。しかし、
無事であるという安心感を得ることができ、万一がんが見
つかった場合でも早期の治療で命を守れる可能性が高くな
ります。
検診は大切なのです。
それを知っていただくために毎年この時期、当院でも広報
活動に力を入れています。オリジナルで作ったマグネット
やファイルと一緒に、検診の大切さを訴えるチラシなどを
街頭で配ってきました。今年は私も参加しました。なかな
かチラシを受け取ってもらえず辛い思いもしましたが（笑）
中には足を止めて乳がんモデルを触ったり、看護師の説明
に聞き入ったり私が医者だとわかると質問をされる方もい
らっしゃいました。今年で8年目になりましたが、ささやか
でも続けていくことの大切さを現場で
感じました。『おっぱい安心宣言』。
今年当院がピンクリボン月間にちなん
で職員から公募したキャッチフレーズ
です。検診を受けるからこそ声高らか
に体の安全を宣言できるのです。
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当院の乳腺外科顧問野村雍夫医師と院長及川達司が、
急増する乳がんに対する提言を一般の方向けの
本にしました。
サブタイトルは『乳癌にならない30の方法』。
是非手に取ってお読みください。

※当院外来待合室にどなたでもお読みになれるよう
置いております。また購入ご希望の方には1冊
定価2,160円のところ1,500円（いずれも税込）で
販売しております。
外来受付にお気軽にお申し出ください。

新刊書籍のご案内
『乳癌は予防できるか』　野村雍夫　及川達司　共著


